
 

沖縄復帰４０年、憲法を私たちの手に！ 

憲法施行６５周年北海道集会 
 

講演会 
講 師 

松元 剛さん（琉球新報 編集局政治部長 論説委員） 
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＜松元 剛さん プロフィール＞ 

1965年那覇市生まれ。琉球新報社政治部長。基地担当として、大田県政から稲嶺県政への交代、普天

間飛行場移設問題、日米地位協定改定キャンペーン、米軍再編などを計 9 年間担当。02 年の連載企画

「軍事基地と住民」取材班（キャップ）で新聞労連ジャーナリスト大賞などを受けた。 

共著に「観光でない沖縄 第 4 版」（高文研、「基地を歩く」の章担当）、「ルポ・軍事基地と闘う住民た

ち」（琉球新報社、NHK 出版）、「検証 地位協定－日米不平等の源流」（琉球新報社、高文研）など。岩波

書店の雑誌「世界」でコラム「沖縄という窓（しまというまど）」を隔月（偶数月)連載中。 

５月３日で憲法は施行６５年を迎えます。 

今年は、沖縄本土復帰から４０年の年です。日本の国土のわずか 0.6％に過ぎない沖縄県に、日本の米

軍基地の約７５％が集中しています。沖縄の米軍基地は、その最初の成り立ちから沖縄県民の財産権や基

本的人権を踏みにじって成り立ってきました。占領下で土地を強制的に奪って建設した米軍基地は戦後６７

年にわたって使い続けられています。 

今年の集会では、昨年１１月末、辺野古新基地建設の環境アセス評価書の提出をめぐる、沖縄防衛局

長による「犯す前にこれから犯しますよと言いますか｣の暴言を報道した際の担当デスクである松元剛さんが、

沖縄の米軍基地の現状について語ります。 

＜主催 ５.３北海道集会実行委員会＞ 
Ｉ女性会議札幌／Ｉ女性会議北海道／外国人住民基本法の制定を求める北海道キリスト教連絡協議会／さっぽろ自由学校

「遊」／札幌平和運動フォーラム／市民ネットワーク北海道／市民自治を創る会／戦後６０年・北海道行動実行委員会／戦争

への道を許さない女たちの会・札幌／日本の戦後責任を清算する北海道の会／平和友好祭北海道実行委員会／北海道母と

女性教職員の会連絡協議会／北海道平和運動フォーラム／民主教育をすすめる道民連合 

【事務局】北海道平和運動フォーラム 

〒060-0004 札幌市中央区北４条西１２丁目ほくろうビル２Ｆ 

TEL：011-231-4157/FAX：011-261-2759  URL：http://www.peace-forum.net/blogeuc/ 

日 時 2012 年５月３日（木・祝）１０：００～１２：００ 
会 場 北海道自治労会館 ５Ｆホール 

（札幌市北区北６条西７丁目） 

参加費 無 料 


